
議
案
第
三
十
号 

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て 

右
の
議
案
を
提
出
し
ま
す
。 

 
 

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提
出
者 

 

中
央
区
教
育
委
員
会
教
育
長 

平 

林 
 

治 

樹 

 

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て 

原
告
は
、
本
件
小
学
校
の
環
境
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
で
登
校
で
き
ず
、
肉
体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
被
っ
た
な
ど
と
主
張
し
、

損
害
賠
償
を
求
め
て
、
令
和
六
年
九
月
十
日
、
本
区
ほ
か
一
名
を
被
告
と
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ

い
て
、
左
記
の
と
お
り
和
解
し
ま
す
。 

記 

一 

訴
訟
当
事
者 

原
告 

個
人 

被
告 

東
京
都
中
央
区
築
地
一
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 

中
央
区 

 
 

 

右
代
表
者 

 

中
央
区
長 

山 

本 

泰 
人 

被
告 

ほ
か
一
名 

二 

事
件
名 

 
 

 

損
害
賠
償
請
求
事
件 

三 

和
解
条
項
の
要
旨 



㈠ 

原
告
及
び
被
告
は
、
本
件
小
学
校
の
環
境
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
で
、
本
件
和
解
日
現
在
、
原
告
が
本
件
小
学
校
に
登
校

し
て
い
な
い
こ
と
を
相
互
に
確
認
す
る
。 

㈡ 
被
告
中
央
区
は
、
今
後
、
原
告
が
本
件
小
学
校
に
登
校
で
き
る
よ
う
及
び
中
央
区
立
の
中
学
校
に
進
学
で
き
る
よ
う

適
切
に
手
続
そ
の
他
の
対
応
を
す
る
と
と
も
に
、
原
告
の
将
来
の
学
校
生
活
が
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
適
切
な
配
慮

を
行
い
、
原
告
は
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
を
相
互
に
約
束
す
る
。 

㈢ 

被
告
中
央
区
は
、
原
告
が
本
件
小
学
校
に
登
校
し
、
又
は
中
央
区
立
の
中
学
校
に
進
学
し
た
場
合
に
は
、
安
心
か
つ

充
実
し
た
小
学
校
生
活
又
は
中
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
合
理
的
な
配
慮
を
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。 

㈣ 

原
告
及
び
被
告
は
、
本
件
の
経
緯
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
㈡
及
び
㈢
の
配
慮
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
の

他
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込
み
、
書
面
掲
載
、
口
頭
に
よ
る
情
報
の
流
布
、

電
話
、
メ
ー
ル
そ
の
他
の
方
法
の
如
何
を
問
わ
ず
、
第
三
者
に
対
し
て
一
切
口
外
し
な
い
。 

㈤ 

原
告
は
、
そ
の
余
の
請
求
を
放
棄
す
る
。 

㈥ 

原
告
及
び
被
告
は
、
原
告
と
被
告
と
の
間
に
は
、
本
件
に
関
し
、
本
件
和
解
条
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
何
ら
の
債

権
債
務
が
な
い
こ
と
を
相
互
に
確
認
す
る
。 

㈦ 

訴
訟
費
用
は
各
自
の
負
担
と
す
る
。 

 

 

（
説 

明
） 

訴
訟
上
の
和
解
を
行
う
た
め
、
こ
の
案
を
提
出
し
ま
す
。 


